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1 概要  

暗号プロトコルでは、公開鍵暗号をはじめ一方

向性関数を複数個利用する事例がある。理想は

単一関数での実現であるが、効率化や多機能な

どを目的として、複数の関数を利用している。 

しかし、設計ミスや解析不足のためか、不正や

攻撃の対象となるプロトコルもある。このため、複

数の関数群に、同時利用時の安全性を保証する

ため、計算量的な独立な一方向性を導入した[著

者の一連の研究]。 

前研究@scis2021 では、この計算量的な独立性

を、堅固性の観点から見直し、それらの関係を議

論した[1]。本研究では、堅固性を暗号プロトコル

を主体に論じる。 

堅固性と対になる暗号プロトコルの特性の１つ

に転用性がある。特に人工知能の応用システム

における転用性[6]にも言及する。 
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